徐志摩の翻訳作品に見られる欧化現象について by 関 光世
157
ACTA HUMANISTICA ET SCIENTIFICA
UNIVERSITATIS SANGIO KYOTIENSIS
HUMANITIES SERIES No. 48
MARCH  2015
徐志摩の翻訳作品に見られる欧化現象について

































































ACTA HUMANISTICA ET SCIENTIFICA
UNIVERSITATIS SANGIO KYOTIENSIS
HUMANITIES SERIES No. 48
MARCH  2015
作品において多く，かつ時期的に早く見られるはずである。第二に，周知のとおり徐志摩は
1931 年に事故死したため，彼の作品はほぼ 1920 年代に限定される。1920 年代の中国語におけ
る欧化の様相を調査するにはまさに絶好の資料であると言える。
本論が調査の対象とする徐志摩の翻訳作品は下表 1「徐志摩翻訳作品一覧」に挙げた短編小





































は皆無だったのに対し，50 年代以降の作品で例が確認されている  9）。つまり“当”の接続詞
的用法の使用は“当…的时候”の使用頻度の向上より少し遅れて顕在化している。そこで贺阳






年）では“当”を使用しない“…的时候”56 例に対し，“当…的时候”は 3 例のみで，5％程
度にすぎない。これは贺阳の統計における 1920 年前後の作品と同程度である  10）。翻訳作品全
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有一个藏干果的小皮袋─培达急得把手指甲在她的手背上直掐单怕掌不住笑太过分































京都産業大学論集 人文科学系列 第 48 号 平成 27 年 3 月
る著作にも見られるようになった」と嘆いている  15）。王力が「規範的な白話による著作」と
































発表年 作品名 他 她 它（它们） 計
1923 理想 126 39 0 165
1923 巴克 83 138 0 221
1923 园会 116 232 7（4） 355
1925 夜深时 32 4 0 36
1925 生命 71 163 0 234
1925 幸福 98 240 7（0） 345
1925-26 赣第德 1,402 228 21（9） 1,651
1926 刮风 28 65 4（0） 97
1926 一杯茶 46 182 4（1） 232
1927 毒药 10 81 6（0） 97
1928 万牲园 220 22 33（23） 275
1930 小鼠 179 59 53（2） 291
1930 苍蝇 130 7 25（0） 162
1930 Daring 223 19 2（0） 244









1936 骆驼祥子 77% 20% 2% （参考）
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ている  23）。また ,「物の複数を表すのには，まだ誰も接尾辞の付加を試みたことがない」（上
記下線部④）との指摘についても，1920 年代以降の魯迅や老舎に“蟋蟀们”，“蜜蜂们”，“虫












字にはＮ＋“们”が 77 例，《玛丽玛丽》約 70,000 字では 66 例が確認できた。翻訳作品全体で
は約 208000 字中 237 例，Ｎの種類は 73 種類にのぼり，そのうち「人」を表すＮが 66 種類，「物」
を表すＮは 7 種類だった。
（1）Ｎ＝人の場合　
















また，“人们”の最初の例は 1923 年の《园会》に見られ，1926 年以降の作品と合わせて合
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物」（例 34，35），動物の「類」を表す名詞（例 36，37），無生物（例 38，39，40）がある。
Ｎが「物」の場合は従来の指摘と同様擬人化を意図した修辞的用法が見られる。また，無生














































調べてみたところ  31），表 ４ のように，接続詞を使用したＡ和Ｂ型（多項接続も含む）が 119
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例見つかったのに対し , 接続詞を使用しないＡＢ型は 83 例で，概ね 6：４ の割合だった。これ
は筆者の実感とも合致する。つまり上述したように旧白話では 2：8 だった接続詞の使用・不




285 例（59%），“和”が 129 例（27%），“同”が 27 例（8%），


















である。徐志摩の翻訳作品全体においては , “和”を使った多項接続は 15 例，“與”が 14 例，
その他“以及 / 及”が 18 例，“同”が 1 例見られた。そのうち“和”は全てが“Ａ，Ｂ和Ｃ”
型であったのに対し，“與”では“Ａ，Ｂ和Ｃ”型でないものが以下の 3 例 ,“以及”でも 1 例
が確認できた。
表 4《赣第德》の等位接続詞使用状況
A 和 B 型 AB 型
赣第德 119（59％） 83（41％）
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2） 《五四以来汉语书面语的变迁和发展》（北京师范学院 1959）第三编 五四以来汉语语法的发展の第二章 
句法的发展（p156-180）では，徐志摩の例文は全 107 例のうちわずか 12 例だった。











6） 1908 年に商務書館から出版された《商務書館華英字典》の“When”の解説に“当时”が見られる （p374）。
一方同字典の“as”の項（p18）は“As,  adv,and conj.  如，若，猶若，因為，其時，… as he was at 
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home I visited him　他在家時我探訪之；”とされ，“当时”は見られない。
7） 王のこの問題についての見解は以下に集約されている。“时间连词最难欧化，因为中国本来没有这种
东西。有人拿 ‘ 当 ’ 字去抵挡 ‘when’ 和 ‘as’，但若说成 ‘ 当 ··· 的时候 ’，仍旧只是一种谓语形式，因为
‘ 当 ’ 仍有它的动词性。如果要把 ‘ 当 ’ 字造成一个纯然欧化的连词应该避免在后面加 ‘时 ’ 字或 ‘ 的时候 ’
字样。例如 ‘when I looked again I saw nothing’ 只该译为 ‘ 当我再看，我看不见什么 ’，但是截至现在
为止，欧化还没有达到这一个阶段，至少大多数的情形是如此。”）《中国语法理论》p471
8） 贺阳（2008） p140，表 5-4 介词“当”的使用频率变化 を参照されたい。“当…的时候”の使用頻度は《红
楼梦》では 0.7％，1918 年から 22 年の鲁迅の作品では 4.4％だが，同じく魯迅の 1930 年代の作品で
は 20.6％に増えている。また 1996 年に出版された外国語の翻訳小説では 54.9％だが，同時代の中国
語をオリジナル言語とする小説では 28.2％，さらに 1989 年の口語資料では 0.2％だった。
9） 贺阳（2008）p144，表 5-5“当”连词用法发展を参照されたい。ここでは李国文（1930-）以降，主に
80 年代以降の作品が挙げられている。









13） 注 7 を参照されたい。王は最後に「しかし，現在までのところ欧化はまだこの段階まで来ていない」
と語っており，“当…”が未だ市民権を獲得していないという認識を示している。
14） 贺阳（2008）p72, 表 3-1 を参照されたい。旧白話小説では“它”の使用例はなかったのが，《骆驼祥子》
以降の作品では一定数使用されており，その使用頻度の向上は比較的顕著である。
15） この点に関する王の指摘は，《中国现代语法》では“中性的第三人称代词，中国语里本来极少极少。
把一张桌子叫做 ‘ 它 ’，已经是很少见的了；至于把一种无形的物叫做 ‘ 它 ’, 尤其是绝无仅有。”（p367）
“在多数情形之下，‘ 它 ’ 字实在太不合中国的习惯了；凡是可以不用的地方，还是不用的好。”（p368）
しかし約 10 年後の《汉语史稿》では “本来，指物的 ‘ 他 ’（即 ‘ 它 ’）在汉语里是非常罕见的，至于复














20） 本統計の《红楼梦》と当代作品のデータは贺阳（2008）の p82 及び p84 の表 3-4 をまとめたものであ
る。「当代作品」とは 90 年代の《散文》，《小说选刊》である。詳細は該当箇所を参照されたい。
21） 《万牲园里的一个人》の日本語訳及び英語原文は『D.GARNETT (I) A Man in the Zoo』 服部英二訳，
南雲堂，1960 による。現段階では“它那拉腮胡子”を連体修飾構造と理解してよいかどうか，確信
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がない。原文は“they walked slowly from cage to cage until they came to a tiger which walked up 
and down, up and down, up and down, turning his great painted head with intolerable familiarity, 




23） 贺阳（2008 p189）によると，《水浒传》前 40 話のうち人称代名詞を除くと，名詞（Ｎ）＋“们”が




























34） 贺阳（2008）p259 表 9-1 多项并列结构中连词的位置变化を参照されたい。この統計では，五四以前
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The Europeanization phenomenon to be seen in  
translation works by Zhimo XU
Mitsuyo SEKI
Abstract
This paper is a study to demonstrate the influence on the Chinese language that Chinese 
and English contact had in the early 20th century. Focusing on the translation works of 
Zhimo Xu, this study looked for sample sentences utilizing “当…的时候”, “它（它们）”，the 
suffix “们” and the conjunction“ 和 ”，and investigated how often they occurred and how they 
demonstrated the phenomenon of Europeanization.
Analysis lead to the following findings. A lot of new sentences that have not appeared in 
research until now were found. Until now, Zhimo Xu has been well known as an author who 
was greatly influenced by Europeanization. However, this study shows that while at times 
his adoption of Europeanized words and phrases was ahead of his time, in other cases he 
was not. Similarly, in certain cases he used Europeanized words and phrases more than 
other writers, while in other cases it was at a similar rate. Finally, in a number of cases he 
was very flexible in how he used the Europeanized language.
The next stage of study after this will be the investigation of other indicators of 
Europeanization in his work leading to a fuller description of his Europeanization. It is 
expected that the new sentences found here will offer valuable primary source material for 
future study of Europeanization in Modern Chinese.
Keywords:  Zhimo XU, Europeanization, translation works, established use, Modern written 
Chinese

